
ロギングとトレースを管理します
NetApp SMI-S Provider
NetApp
January 02, 2026

This PDF was generated from https://docs.netapp.com/ja-jp/smis-provider/concept-manage-logging-and-
tracing-overview.html on January 02, 2026. Always check docs.netapp.com for the latest.



目次

ロギングとトレースを管理します . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  1

概要 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  1

ログ設定を構成します . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  1

ログレベル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  2

トレースを管理します . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  2

トレース設定を指定しています. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  2

トレースファイルのサイズを指定してください . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  4

保存するトレースファイルの数を指定します . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  4

SMI-S コマンドの監査ログを有効または無効にします. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  5



ロギングとトレースを管理します

概要

SMI-S プロバイダによるログファイルとトレースファイルの管理方法を設定できます。
たとえば、ログに記録するメッセージのレベルやログの保存先ディレクトリを指定でき
ます。また、トレースするコンポーネント、トレースメッセージの書き込み先となるタ
ーゲット、トレースのレベル、トレースファイルの場所も指定します。

ログ設定を構成します

デフォルトでは、すべてのシステムメッセージがログに記録されます。また、デフォル
トでは、システム・メッセージ・ログは NetApp SMI-S Provider がインストールされて
いるディレクトリの「 logs 」ディレクトリに配置されます。CIM サーバログに書き込ま
れるシステムメッセージの場所とレベルを変更できます。たとえば、指定したディレク
トリにログを保存し、致命的なシステムメッセージのみを CIM サーバログに書き込むよ
うに設定できます。

作業を開始する前に

• Administrator としてのログインクレデンシャルが必要です。

• ホストシステムに Administrator としてログインしている必要があります。

手順

1. NetApp SMI-S Provider にアクセスします。

2. 次のいずれかの操作を実行します。

アクション コマンドを実行します 追加情報

システムメッセージロギングレベ
ルを変更します

'*cimconfig -s

logLevel=new_log_level-p *
たとえば ' ログ・レベルを
"`informing" に変更する場合は

'+*cimconfig -s

logLevel=informion-p * コ
マンドを入力します

システム・メッセージ・ログ・デ
ィレクトリを変更します

`*cimconfig -s

logdir=new_log_directory-p

*`new_log_directory`s にスペース
が含まれている場合は ' 引用符
(`new log directory") で囲む必要が
あります

たとえば ' ログ・ディレクトリを
"serverLogs" に変更する場合は '

次のコマンドを入力します

*cimconfig -s

logdir=serverLogs-p *

3. CIM サーバを再起動します。

SMIS cimserver restart
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ログレベル

ログに記録されるメッセージのタイプを指定できます（たとえば、致命的なシステムメ
ッセージのみを記録する場合）。

ロギングレベルは、次のいずれかに設定できます。

• * トレース *

トレースメッセージを cimserver_standard ログに保存します。

• * 情報 *

すべてのシステムメッセージ（情報、警告、重大、および致命的）をログに記録します。

• * 警告 *

警告、重大、および致命的なシステムメッセージをログに記録します。

• * 重度 *

重大で致命的なシステムメッセージをログに記録します

• * 致命的 *

致命的なシステムメッセージのみをログに記録します。

トレースを管理します

トレースするコンポーネントの指定、トレースメッセージの書き込み先のターゲット、
トレースのレベル、トレースファイルの場所など、 SMI-S プロバイダによるトレースフ
ァイルの管理方法を設定できます。

トレース設定を指定しています

トラブルシューティングのための情報を収集するには、トレースを有効にしておくこと
が重要ですただし、トレースを有効にするとパフォーマンスに影響する可能性があるた
め、トレースが必要な項目とトレースを有効にする必要がある期間を慎重に検討してく
ださい。

作業を開始する前に

• Administrator としてのログインクレデンシャルが必要です。

• ホストシステムに Administrator としてログインしている必要があります。

手順

1. NetApp SMI-S Provider にアクセスします。

2. 必要に応じて、さまざまなトレース設定を指定します。
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アクション コマンドを実行します

トレースするコンポーネントを指定します *cimconfig -s

traceComponents=components-p *

トレース機能を指定します *cimconfig -s traceFacility=facility-p

*

トレースファイルの場所を指定します '*cimconfig -s traceFilePath = _path_name _-p *`

トレースレベルを指定します *cimconfig -s TraceLevel=level-p *

3. CIM サーバを再起動します。

SMIS cimserver restart

設定値をトレースします

トレースするコンポーネント、トレースターゲット、トレースのレベルを指定できま
す。デフォルトのトレースファイルの名前と場所を使用しない場合は、必要に応じてト
レースファイルの名前と場所を変更できます。

次のトレース設定を構成できます。

• * トレースコンポーネント *

トレースするコンポーネントを指定します。デフォルトでは、すべてのコンポーネントがトレースされま
す。

• * トレーサファシリティ *

トレースメッセージの書き込み先のターゲットを指定します。

◦ ファイル。

トレースメッセージが traceFilePath 構成オプションで指定されたファイルに書き込まれるように指定
するデフォルト値です。

◦ ログ

トレースメッセージが cimserver_standard ログファイルに書き込まれるように指定します。

• * ならい FilePath *

トレースファイルの場所を指定します。デフォルトでは ' トレースはファイル名は cimserver.trc' で 'traces

ディレクトリにあります

• * トレースレベル *
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トレースのレベルを指定します。デフォルトでは、トレースは無効になっています。

トレースレベル トレースメッセージが書き込まれました

0 トレースは無効になっています。

1. 重大なメッセージおよびログ・メッセージです。

2. 基本的なフロートレースメッセージ（低データ詳細
）

3. 機能間ロジックフロー（中程度のデータ詳細）

4. データの詳細度が高い

5. 高データ詳細 + メソッドの開始と終了

トレースファイルのサイズを指定してください

トレースが有効になっている場合、トレースファイルの最大サイズはデフォルトで
100MB です。環境変数 PEGASUS_TRACE_FILE_size を設定することにより ' 最大トレ
ース・ファイル・サイズを増減できますトレースファイルのサイズの値は 10~2GB で
す。

作業を開始する前に

• Administrator としてのログインクレデンシャルが必要です。

• ホストシステムに Administrator としてログインしている必要があります。

手順

1. NetApp SMI-S Provider にアクセスします。

2. 「 PEGASUS_TRACE_FILE_size 」という名前のシステム環境変数またはユーザー環境変数を、新しいト
レース・ファイル・サイズ（バイト単位）で作成します。

環境変数の作成の詳細については '_windows documentation _ を参照してください

3. CIM サーバを再起動します。

SMIS cimserver restart

保存するトレースファイルの数を指定します

トレースが有効になっている場合、デフォルトで 7 つのトレースファイルが保存されま
す。さらにトレースファイルを保存する必要がある場合は ' 環境変数
PEGASUS_TRACE_FILE_NUM を設定して ' 保存するトレースファイルの最大数を増や
すことができます保存されるトレースファイルの最大数を増やす場合は、トレースファ

4



イルを保存するための十分なスペースがハードドライブに確保されていることを確認す
る必要があります。

作業を開始する前に

• Administrator としてのログインクレデンシャルが必要です。

• ホストシステムに Administrator としてログインしている必要があります。

このタスクについて

トレースが有効になっている場合 ' トレース情報は 'cimserver.trc' ファイルに書き込まれますトレースファイ
ルはローテーションされます。「 cimserver.trc 」が最大トレース・ファイル・サイズに達すると、その内容
は「 cimserver.trc.n` ファイル」に移動します。デフォルトでは 'n' は 0 ～ 5 の値ですさらにトレース・ファイ
ルを保存する必要がある場合は 'n' の値を増やします

手順

1. NetApp SMI-S Provider にアクセスします。

2. 保存された新しいトレースファイル数を指定して '`PEGASUS_TRACE_FILE_NUM] という名前のシステ
ムまたはユーザー環境変数を作成します

環境変数の作成の詳細については '_windows documentation _ を参照してください

3. CIM サーバを再起動します。

SMIS cimserver restart

SMI-S コマンドの監査ログを有効または無効にします

受信した SMI-S コマンドはすべて監査ログファイルに記録されます。監査担当者は、
WBEM クライアントの動作とプロバイダの使用状況を追跡できます。これらの着信コマ
ンドのロギングをイネーブルまたはディセーブルにするには、ダイナミックコンフィギ
ュレーションプロパティを設定します。

作業を開始する前に

• Administrator としてのログインクレデンシャルが必要です。

• ホストシステムに Administrator としてログインしている必要があります。

このタスクについて

監査ログデータは、 CIM サーバのアクセス、アクティビティ、および設定変更の記録を提供できます。監査
ファイルの内容には、発行したコマンド、コマンドの発行元、コマンドの発行時刻などが含まれます。

動的構成プロパティー enableAuditLog は ' 実行時に監査ログを有効または無効にしますデフォルトでは、
enableAuditLog は true に設定されています。

一般的には、監査ログを有効なままにします。

監査ログファイル（「 cimserver_auditlog 」）は、 Pegasus ログディレクトリ（「 C ： \Program Files （
x86 ） \NetApp\SMIS\Pegasus\logs 」）に格納されます。
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監査ログファイルの最大サイズは 10MB です。上限に達すると ' ファイル名は cimserver_auditlog.0' に変更
され ' 新しい監査ログ情報を収集するために新しい 'cimserver auditlog ファイルが作成されます

NetApp SMI-S Provider は 'cimserver_auditlog.0'~`cimserver_auditlog.5' という 6 つの最新の監査ログファイ
ルを保持します

手順

1. NetApp SMI-S Provider にアクセスします。

2. 実行時に SMI-S コマンドの監査ログを設定します。

アクション コマンドを実行します

• SMI-S 監査ログを有効にします * cimconfig -s enableauditit=true`

• SMI-S 監査ログを無効にします * cimconfig -s enableauditit=false`
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